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は　じ　め　に

　千葉県医師会では、約５年ごとに女性医師の意識・実態調査を行い、検討を行ってきまし

たが、今回平成２７年１月に施行した調査結果をまとめましたので、ご報告します。「またアン

ケート調査」と、うんざりした諸姉もおられると存じますが、まとめてみますと興味深く、

示唆に富んだ結果が得られました。

　今回の調査は日本医師会で平成２６年に行われた「男女共同参画についての男性医師の意識

調査報告書」と比較してみました。男性と女性の労働環境や意識の差を明らかにし、今後の

活動に生かせるのではないかと思います。　調査では過去の設問を踏襲しつつも、新たな内

容を加えておりますが、今回は職場・家庭でのハラスメントについて設問を設けました。他

調査との比較はしていませんが、興味深い結果を得ております。

　女性医師が働き続けるためのシステム作りが始まってから、わが国の医師の労働環境は徐

々に改善してきました。男女問わず、職場環境の改善が就労支援につながることもわかって

きたのです。しかし今なお医師は、他の先進国にくらべて、長時間労働など過酷な状況にお

かれています。特に人口対医師数が少ない千葉県では、医師のワークライフバランスは喫緊

の課題といえます。

　近年の女性医師数の増加は目覚ましく望ましいことですが、妊娠・出産を含め、女性特有

の人生のあり方を視野にいれた対策が必要です。それには女性医師を単に労働力としてでは

なく、ひとりの人間として自己実現も視野に入れることが必要です。

　本調査で得られた結果を、今後の委員会活動に反映し、女性医師が働き続けるための手助

けをしてまいりたいと思います。

　ご回答をお寄せくださいました女性医師の皆様、また調査比較を了解いただいた日本医師

会の関係者の皆様に感謝申し上げます。

平成２７年１２月　　　　　　　　　　　　　

千葉県医師会男女共同参画推進委員会

委員長　大川　玲子
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１．調査の概要

１　調査の目的

　女性医師が生涯、医師として働き続けるために、仕事と家庭の両立、病院における支援策、女
性医師の離職防止や、定着促進に関する意識等について、全県的な調査を行った。
　なお、調査票は、日本医師会で行われた【男女共同参画についての男性医師の意識調査】※を
参考に作成した。

　※日本医師会【男女共同参画についての男性医師の意識調査報告書】（平成２６年２月公表）
　　日本医師会HP→医師のみなさまへ→女性医師
　　　【男女共同参画についての男性医師の意識調査】
　　　http://dl.med.or.jp/dl-med/female/men２０１４０２.pdf

２　調査対象

　千葉県医師会女性医師会員（６４７人）及び病院施設７４施設（１２５４人）に調査票を送付し、幅広い
年齢層の女性医師に回答を依頼した。

３　調査期間

　平成２７年１月２３日に発送し、同年２月１３日を締切とした。

４　回収率・有効回答率

　６５６人から回答を得て、回収率は３４.５％であった。
　※設問ごとの有効回答数は異なる。
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２．分析結果
　　※回答者数を合わせるため、無回答者も含めて６５６人で人数を統一した。

Ⅰ　ご自身について

Ⅰ－１）年齢
　全回答者６５６人のうち、年齢に対する質問に回答があったのは６５４人であり、最も多いのは「３０
歳台」の２１８人（３３.２％）で、次いで「４０歳台」が１６０人（２４.４％）となった。なお、「３０歳台」と
「４０歳台」の合計３７８人（５７.８％）が回答者の半数を超えた。
　なお、全回答者の６５６人は、千葉県全体の女性医師数（２,０３４人）の３２％にあたる。
（参考：千葉県庁ＨＰ　千葉県発表「平成２４年医師・歯科医師・薬剤師調査の概況」
（https://www.pref.chiba.lg.jp/kenshidou/toukeidata/kakushukousei/２４_ishi.html）

回答者割合
（％）

平成２４年
千葉県女性医師数比率実数

２６.２３２８１３.１８６１ ３０歳未満

３０.６７１３３３.２２１８２ ３０歳台

３３.３４８０２４.４１６０３ ４０歳台

３５.２２７３１４.６９６４ ５０歳台

３９.１２４０１４.３９４５ ６０歳以上

　　０.３２　 無回答

３２.２２０３４１００.０６５６総　　数

Ⅰ－２） 結婚について
　全回答者656人のうち、結婚についての回答があったのは655人で、「既婚」（配偶者と同居・別
居）の390人（59.5％）が半数を超えている。

比率実数

３１.７２０８１ 未婚

５４.１３５５２ 既婚（配偶者と同居）

５.３３５３ 既婚（配偶者と別居）

２.１１４４ 未婚だがパートナーと同居している

６.６４３５ 離別・死別

０.２１　 無回答

１００.０６５６総　　　数
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Ⅰ－２） 配偶者・パートナーの職業
　「既婚（配偶者と同居）」（３５５人）及び「既婚（配偶者と別居）」（３５人）、「未婚だがパートナー
と同居」（１４人）と回答のあった４０４人のうち、「配偶者・パートナーの職業」について回答があっ
たのは393人で、そのうち、63.1％（２５５人）の回答が「医師」だった。

比率実数

６３.１２５５１ 医師

３１.４１２７２ 医師以外

２.７１１３ 主夫

２.７１１　 無回答

１００.０４０４総　　　数

Ⅰ－３） 同居している家族【複数回答】
　全回答者６５６人のうち、同居している家族について回答があったのは４３６人（複数回答あり）で、
「配偶者」が３５３人（５３.８％）と半数を超え、次に「子ども」が２５９人（３９.５％）となった。なお、
無回答者の２２０人（３３.５％）は、単身者の解答欄がなかったことから、単身者を含むと思われる。

比率実数

５３.８３５３１ 配偶者

９.５６２２ 親

２.３１５３ 同居人

３９.５２５９４ 子ども

３３.５２２０　 無回答

６５６総　　　数

Ⅰ－３） 同居している子どもの有無について【複数回答】
　子どもと同居と回答した２５９人のうち、子どもの有無について回答があったのは２５３人（複数回
答あり）で、「未就学児」が１２２人（４７.１％）と約半数、次いで「中学生以上」が１０７人（４１.３％）
となった。

比率実数

４７.１１２２１ ａ．未就学児

２７.８７２２ ｂ．小学生

４１.３１０７３ ｃ．中学生以上

２.３６　 無回答

２５９総　　　数

※人数の記載が無く、「あり」「いる」と回答しているケースがあるため有無で集計しています。
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Ⅱ　勤務先・勤務状況について

Ⅱ－４）勤務病院の規模
　全回答者656人のうち、勤務病院の規模について回答があったのは638人で、「500床上」と回答
した人が最も多く、224名（34.1％）だった。次いで、「診療所」186人（28.4％）、「200～499床」
172人（26.2％）となっている。

比率実数

３４.１２２４１ ５００床以上

２６.２１７２２ ２００～４９９床

４.０２６３ １００～１９９床

３.７２４４ １００床未満

２８.４１８６５ 診療所（※）

０.９６６ その他

２.７１８　 無回答

１００.０６５６総　　　数

　元々の選択肢は１～５ですが、複数記載している３例、「大学」「保健所」「勤務していない」　
と回答した計６人を「その他」としています。

※「５ 診療所」の種類
　診療所と回答した１８６人のうち、無床診療所が１６６名（８９.２％）と大部分を占めた。

比率実数

５.９１１１ 有床診療所

８９.２１６６２ 無床診療所

４.８９　 無回答

１００.０１８６総　　　数
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Ⅱ－４－１) 病院のある二次保健医療圏
　全回答者６５６人のうち、病院のある二次医療圏について回答があったのは６３２人で、「千葉」が２４０
人（３６.６％）と最も多く、次いで東葛南部の１４５人（２２.１％）であった。

比率実数

３６.６２４０１ 千葉

２２.１１４５２ 東葛南部

１１.４７５３ 東葛北部

７.８５１４ 印旛

２.７１８５ 香取海匝

２.７１８６ 山武長生夷隅

５.３３５７ 安房

４.１２７８ 君津

２.９１９９ 市原

０.６４１０ その他

３.７２４　 無回答

１００.０６５６総　　　数

　元々の選択肢は１～９ですが、複数記載している２例、「東京都」「該当なし」と回答した計４
人を「その他」としています。

参考）年齢と勤務先病院の規模をクロス集計したところ、勤務医が多いと思われる４０歳以下の勤
務病院の規模として、「５００床以上」が目立った。
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Ⅱ－５） 診療科【複数回答あり】
　全回答者６５６人のうち、診療科について回答があったのは６４９人（複数回答あり）で、「内科」
が最も多く１８７人（２８.５％）、次いで「小児科」の１０９人（１６.６％）と続いているが、「内科」及び
「小児科」以外は、１０％を超える診療科はなかった。

比率実数

２８.５１８７１ 内科

５.６３７２ 精神科

８.７５７３ 産婦人科

０.５３４ 泌尿器科

５.９３９５ 麻酔科

１.７１１６ 救急科

１６.６１０９７ 小児科

４.３２８８ 外科

７.３４８９ 眼科

０.３２１０ 脳神経外科

１.１７１１ 病理

２.１１４１２ 形成外科

５.９３９１３ 皮膚科

１.７１１１４ 整形外科

３.５２３１５ 耳鼻咽喉科

２.１１４１６ 放射線科

０.００１７ 臨床検査

１.８１２１８ リハビリテーション

０.９６１９ 総合診療科

５.３３５２０ 研修期間中

３.４２２２１ その他

１.１７   無回答

６５６総　　　数

　複数回答者がいるので複数選択可として集計しています。
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Ⅱ－６）役職
　全回答者６５６人のうち、役職について回答があったのは６４６人で、「役職なし」が最も多く２５２人
（３８.４％）、次に「管理者」１４８人（２２.６％）、「指導的な立場の職」１０８人（１６.５％）と続いている。

比率実数

２２.６１４８１ 管理者

４.６３０２ 診療部長

１６.５１０８３ 指導的な立場の職

３８.４２５２４ 役職なし

８.８５８５ 臨床研修医

７.６５０６ その他

１.５１０　 無回答

１００.０６５６総　　　数

　「指導的な立場の職」、「その他」では具体的記入欄がありますが、同じ記載でも人により３で
あったり６であったりしますが、選択された数字どおりに集計してあります。

Ⅱ－７）当直
　全回答者６５６人のうち、当直について回答があったのは６４９人で、「当直なし」が最も多く３７２人
（５６.７％）、次に「月１回～週１回未満」１１６人（１７.７％）、「週１回」１０２人（１５.５％）と僅差で続
いている。

比率実数

９.０５９１ 週２回以上

１５.５１０２２ 週１回

１７.７１１６３ 月１回～週１回未満

５６.７３７２４ 当直なし

１.１７　 無回答

１００.０６５６総　　　数
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Ⅱ－８）出勤時間
　全回答者６５６人のうち、出勤時間について回答があったのは６３６人で、「７時台」が最も多く３００
人（４５.７％）、次に「８時台」２２３人（３４％）と続き、「７時台」と「８時台」で７９.７％を占めた。
　なお、出勤時間は「自宅を出る」時間としてお答えいただいた。

比率実数

１１.３７４１ ６時台以前

４５.７３００２ ７時台

３４.０２２３３ ８時台

５.５３６４ ９時台以降

０.５３５ 不定期・自宅

３.０２０　 無回答

１００.０６５６総　　　数

Ⅱ－８）帰宅時間
　全回答者６５６人のうち、帰宅時間について回答があったのは６３０人で、「１９時台」が最も多く１８５
人（２８.２％）、次に「１８時台」１４２人（２１.６％）、「２０時台」１１７人（１７.８％）と続いた。「１８時台」～
「20時台」で６７.６％を占めているが、「２２時台以降」も１０.５％いた。
　なお、帰宅時間は「自宅に到着する」時間としてお答えいただいた。

比率実数

３.２２１１ １６時台以前

４.１２７２ １７時台

２１.６１４２３ １８時台

２８.２１８５４ １９時台

１７.８１１７５ ２０時台

１０.１６６６ ２１時台

１０.５６９７ ２２時台以降

０.５３８ 不定期・自宅

４.０２６　 無回答

１００.０６５６総　　　数
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Ⅱ－８）労働時間（本人）
　※平均的な帰宅時間から、同様の出勤時間を引いた数字を集計したものです。
　出勤時間及び帰宅時間について回答のあった６２３人から労働時間を算出した。ここでの労働時
間は、家を出てから帰宅するまでの時間である。
「１０時間以上１２時間未満」が最も多く247人（３９.６％）、次いで「１２時間以上１４時間未満」が192人
（３０.８％）だった。「１４時間以上」も合わせて105人（１６.９％）いた。

比率実数６０歳以上５０歳台４０歳台３０歳台３０歳未満

０.２１１００００２時間以上４時間未満

０.８５２０１２０４時間以上６時間未満

２１３３２３５０６時間以上８時間未満

９.６６０１８７２２１０３８時間以上１０時間未満

３９.６２４７３０４８７９８１９１０時間以上１２時間未満

３０.８１９２１６２４４３７６３３１２時間以上１４時間未満

１３８１５１０７３２２７１４時間以上１６時間未満

３.７２３３０２７１１１６時間以上１８時間未満

０.２１００００１１８時間以上

１００６２３７８９１１５７２１３８４合　計
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Ⅱ－８）配偶者・パートナーの出勤時間
　「既婚（配偶者と同居）」（３５５人）及び「未婚だがパートナーと同居」（１４人）とお答えいただ
いた回答者３６９人のうち、「配偶者・パートナーの出勤時間」について回答があったのは３３３人で、
「７時台」が最も多く１５１人（４０.９％）、次に「８時台」９１人（２４.７％）と続き、「７時台」と「８
時台」で６５.６％を占めている。女性医師の出勤時間とほぼ同じ時間帯だった。

比率実数

１６.０５９１ ６時台以前

４０.９１５１２ ７時台

２４.７９１３ ８時台

４.１１５４ ９時台以降

４.６１７５ 不定期・自宅

９.８３６　 無回答

１００.０３６９総　　　数

Ⅱ－８）配偶者・パートナーの帰宅時間
　「既婚（配偶者と同居）」（３５５人）及び「未婚だがパートナーと同居」（１４人）とお答えいただい
た回答者３６９人のうち、「配偶者・パートナーの帰宅時間」について回答があったのは３２８人で、
「２１時台」が最も多く７２人（１９.５％）、次いで「２２時台以降」６６人（１７.９％）、「２０時台」６６人（１７.９％）、
「１９時台」６３人（１７.１％）と僅差で並んでいる。女性医師の帰宅時間より遅い傾向にある。

比率実数

２.２８１ １６時台以前

１.６６２ １７時台

８.７３２３ １８時台

１７.１６３４ １９時台

１７.９６６５ ２０時台

１９.５７２６ ２１時台

１７.９６６７ ２２時台以降

４.１１５８ 不定期・自宅

１１.１４１　 無回答

１００.０３６９総　　　数
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Ⅱ－８）配偶者・パートナーの労働時間
※これは配偶者・パートナー自身の年齢ではなく、例えば、ご本人（４０歳台）のパートナーの
労働時間（相当）ということです。

　配偶者・パートナーの出勤時間及び帰宅時間について回答のあった３１６人から労働時間を算出し
た。ここでの労働時間は、配偶者・パートナーが家を出てから帰宅するまでの時間である。
　「１２時間以上１４時間未満」が最も多く131人（４１.６％）、次いで「１４時間以上１６時間未満」が81人
（２５.６％）、「１０時間以上１２時間未満」66人（２０.９％）だった。「１６時間以上」も合わせて23人（１３.７％）
いた。

比率実数６０歳以上５０歳台４０歳台３０歳台３０歳未満

１.３４１２１００６時間以上８時間未満

３.５１１１１６３０８時間以上１０時間未満

２０.９６６１６８２１２０１１０時間以上１２時間未満

４１.６１３１１４２５３７４３１２１２時間以上１４時間未満

２５.６８１７１４１９３６５１４時間以上１６時間未満

１３.７２３１２４１２４１６時間以上

１００３１６４０５２８８１１４２２合　計



12

Ⅲ　ワークライフバランスについて

Ⅲ－９）現在のご自身のワークライフバランス
　全回答者６５６人のうち、現在のご自身のワークライフバランスに対する質問に回答があったの
は６４４人で、４７.９％が「バランスがとれている」と回答しているが、「バランスがとれていない」
「わからない」の回答も合わせて５０.３％あり、回答が割れた。

比率実数

４７.９３１４１ バランスがとれている

３８.０２４９２ バランスがとれていない

１２.３８１３ わからない

１.８１２　 無回答

１００.０６５６総　　　数

Ⅲ－１０）（バランスがとれていない方）【複数回答あり】
　「バランスがとれていない」と回答した２４９人のうち、理由の回答があったのは２４６人で、「仕事
の比重が重く、家事や育児には関われない」と回答した人が最も多く１５８人（６３.５％）だった。

比率実数

１９.３４８１ 家事や育児の負担が大きく、身体的にきつい

１０.０２５２ 家事や育児の負担が大きく、仕事に支障がある

６３.５１５８３ 仕事の比重が重く、家事や育児には関われない

１５.３３８４ その他（※）

１.２３　 無回答

２４９総　　　数
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※「４　その他」に回答された３１人の要素を抽出。
１）ワークライフバランスがとれない理由

　仕事に時間をとられることを、いろいろな側面からあげる人が多かった。

２）ワークライフバランスがとれない結果、困ること

　自由な時間の不足の小項目として、妊娠／結婚／子育てに費やす時間の不足も含まれると考え
られる。

「４　その他」回答抜粋

仕事の比重が大きく、十分な余暇を得られない。

婚活の時間が必要。

在宅介護をしているので余裕が無い。
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Ⅲ－１１）ワークライフバランスをとるために必要だと思うものは【複数回答】
　全回答者６５６人のうち、ワークライフバランスをとるために必要だと思うものに対する質問に
回答があったのは６２２人で、「家族の協力」が最も多く４７５人（７２.４％）、次いで「職場の仲間の理
解」４２４人（６４.6％）、「職場の上司の理解」３９９人（６０.８％）と「職場」関係が続いた。

比率実数

７２.４４７５１ 家族の協力

４４.２２９０２ お金

６０.８３９９３ 職場の上司の理解 

６４.６４２４４ 職場の仲間の理解

１４.５９５５ その他（※）

５.２３４　 無回答

６５６総　　　数

※「５　その他」に９１人から回答をいただき、９５件の意見を抽出した。

１）自分
　　自分の意志に起因するもの（仕事と家事の割り切りなど）が１３例、仕事量が４例、
　　自己管理１例

２、３）夫／家族
　　夫の家事能力が１例
　　近隣に親戚／祖父母がいること

４）上司
　　本人の上司も去ることながら、パートナーの上司の理解と答えた人が２件

５、６）患者　社会の理解
　　医師は２４時間働くのが当たり前と思っている一般の方がいることが負担　１例 
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７）法律　制度
　　医療制度が１０例　社会資源の活用３例（家事代行２例）

８）勤務体制　休日
　　仕事量が多いが４件、仕事に拘束される時間の長さが５件、職場風土／環境が２件、
　　休日がしっかりとれるが６件、勤務体制に１０件の意見をいただいた
　　勤務体制への提案として、
　　　●フレックスタイム制
　　　●急な休みのサポート
　　　●休暇設定（県の休暇制度で、義務教育期間中の学校行事で取得できる休暇）
　　　●仕事の穴をカバーできるような人員配置
　　　●医師の働き方の見直し
　　　　・当直制度の廃止→夜勤形態とする
　　　　・主治医制→グループ診療とする

９）育児サポート
　　保育園、託児サービス　６件

１０）医師不足
日本全体の医師数の増加の視点もあり、不足した際に臨時で補う制度や、医局制度／派遣の
話題など、１２件

Ⅲ－１２）（配偶者・パートナーと同居している方）ワークライフバランスについて
　「既婚（配偶者と同居）」（３５５人）及び「未婚だがパートナーと同居」（１４人）とお答えいただい
た回答者３６９人のうち、（配偶者・パートナーと同居している方）のワークバランスに対する質問
に回答があったのは３４８人で、４９.１％が「普段から話し合っており、解決策が出てくる」と回答し
ているが、「話し合っているが、言い争いになることが多い」「話さない」も合わせて４５.３％あり、回
答が割れた。

比率実数

４９.１１８１１ 普段から話し合っており、解決策が
出てくる

１７.１６３２ 話し合っているが、言い争いになる
ことが多い

２８.２１０４３ 話さない

５.７２１　 無回答

１００.０３６９総　　　数
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Ⅳ　ハラスメントについて
Ⅳ－１３）ハラスメントを受けて嫌な思いをしたこと
　全回答者６５６人のうち、ハラスメントを受けて嫌な思いをしたこと対する質問に回答があった
のは６４２人であり、「経験がある」と回答した人が２９８人（４５.４％）いた。

比率実数

５２.４３４４１ 経験がない

４５.４２９８２ 経験がある

２.１１４　 無回答

１００.０６５６総　　　数

Ⅳ－１４）ハラスメントの内容【複数回答】
　「経験がある」と回答した２９８人のうち、ハラスメントの内容について回答があったのは２９２人
（複数回答あり）で、「パワーハラスメント」が１８５人（６２.１％）と最も多かった。次いで、「セク
シャルハラスメント」１０２人（３４.２％）、「アカデミックハラスメント」６５人（２１.８％）と続いてい
る。

比率実数

３４.２１０２１ セクシャルハラスメント

６２.１１８５２ パワーハラスメント

２１.８６５３ アカデミックハラスメント

１７.８５３４ マタニティーハラスメント

６.７２０５ その他（※）

２.０６　 無回答

２９８総　　　数
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参考）



18

Ⅳ－１５）（経験がある方）５年以内に一番深刻だったもの：相手側の性別【複数回答あり】
　「経験がある」と回答した２９８人のうち、５年以内に一番深刻だったものの相手側の性別につい
て回答があったのは２２４人（複数回答あり）で、「男性」が１９１人（６４.１％）と半数を超えた。

比率実数

６４.１１９１１ 男性

１３.４４０２ 女性

２４.８７４　 無回答

２９８総　　　数

Ⅳ－１４）※「５ その他」具体的に受けた行為

５　モラハラ（５）

３育児による時短勤務への嫌味
出産・育児についての
嫌がらせ（５）

１子どもを産めという発言

１子どもが病気で休んだ時に嫌がらせを受けた

１コメディカルからの嫌がらせ

嫌がらせ（その他）（３） １パラメディカルによるハラスメント

１同僚の嫌がらせ

１ありとあらゆる場面で、小さい出来事がたくさん

その他（３） １ネグレクト

１男性医師の下ネタ、女性に対しての品評会

Ⅳ－１５）（経験がある方）５年以内に一番深刻だったもの：相手側の立場【複数回答あり】
　「経験がある」と回答した２９８人のうち、５年以内に一番深刻だったものの相手側の立場につい
て回答があったのは２２１人（複数回答あり）で、「上司」が１７５人（５８.７％）と最も多かった。

比率実数

５８.７１７５１ 上司

１０.４３１２ 同僚

７.４２２３ 関係者

２.３７４ 部下

２５.８７７　 無回答

２９８総　　　数

　複数回答者がいるので複数選択可として集計しています。



19

Ⅳ－１６）ハラスメントにより行った対応・受けた影響

１５我慢する・耐える

我慢（２５）

行った対応
（８８）

３黙ってやり過ごす
３従うしかない
２時が解決するのを待つ
１諦める
１何とも思わない風を装う
１０他の上司に相談

相談（２６）

５他の上司に相談したが解決されず
５ハラスメント相談所（勤務先）に相談
３さらに上の上司に相談
１女性上司に相談
１他の上司に相談して解決
１状況改善を依頼
１２聞き流す・受け流す

受け流す（１３）
１笑ってごまかす
６何もしない

無視（１４）
５無視（心の中で無視を含む）
２関わりを持たない
１静観
１不快感を表す

不快感を表す（５）
１怒りを表す
１反対に攻撃
１危機を予測し防御
１ハラスメントだとはっきりと伝える
４愚痴をこぼす

その他（５）
１相手の人を可哀想だと思う

２業務からの締め出し
無視される（５）

受けた影響・内容
（１４２）

３情報を伝達してくれない
１言いがかりをつけられる責められる（４）

（怒鳴られる） ３人前で怒鳴られる
２悪い噂を流される

嫌がらせを受ける
（１２）

１恐喝

７男性医師との対応の差
（「女性だから」という理由で差をつけられる

２抗議のたびに嫌がらせがエスカレート
６うつ病

精神的ダメージ
（２１）

４精神的ダメージ
３精神科通院
２夜寝られない
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１適応障害

精神的ダメージ
（２１）

受けた影響・内容
（１４２）

１カウンセリングを受ける
１うまく話が出来ない
１仕事場に行けなくなった
１気分が不快
１思い出すのも苦痛
１ストレス性胃炎

体調を崩す（６）

１耳鳴り
１体重激減
１自律神経失調症
１過労
１低血圧発作（妊娠時）
４相談の結果、異動異動（４）
９不眠になり転職・開業した（３）転職（９）
９パワハラ・うつ・賃金未払い（残業代）・自分を責めた休職（９）
１３１年我慢した後に、うつ病のため、医局をやめされられた退職（１３）
１ポストがなくなり復職困難

その他（２）
１常勤から非常勤になった
２上司よりプライベートなお誘いセクハラ（２）
４休日出勤・当直の強要

パワハラ（１１）

１緊急時以外に休日・夜間に電話
１ポスト就任時の嫌がらせ
１上司からの実験の妨害
１指導医からの脅し（雑用の強要など）
１立場を利用した脅し
１机を取り上げられる
１個人的な好みによるひいき
８妊娠の際に文句を言われる

マタハラ（３６）

７妊娠の際の嫌がらせ
５育児中の時間制約に対して理解してもらえない
５産後復帰に配慮のない労働条件をつけられる
３育休への文句
３出産後の退職を勧められる（退職した）
２産休への文句
２残業・当直が出来ないことへの文句・嫌がらせ
１産後、常勤から非常勤に
２未婚であることをバカにされる

その他（８）

２子どもが出来ないことへの配慮の欠けた発言
１昼食をなくされた
１仕事がスムーズに進まない
１妊娠した、出産した女性のサボタージュ
１女性用の更衣室がない
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Ⅳ－１７）DV（家庭内暴力・デートDV含）について
　全回答者６５６人のうち、ＤＶを受けたことに対する質問に回答があったのは６０３人で、経験があ
る人が４４人（６.７％）いた。

比率実数

８５.２５５９１ 経験がない

６.７４４２ 経験がある

８.１５３　 無回答

１００.０６５６総　　　数

Ⅳ－１８）DVにより行った対応・受けた影響

１市役所

相談（４）

行なった対応（１３）

１DV友の会

１上司

１警察・弁護士

１モラハラ
別居（２）

１言葉の暴力

１性的暴力

離婚（４） ２精神的暴力

１肉体的暴力

２相手と距離を置く（２）

１逃げる（１）

２うつ病
受けた影響（６）

４PTSD

１DVで返す

その他（４）
１女性としての無力感・恐怖感が消えない

１尊敬する気持ちがなくなる

１従うだけの人間になってしまう
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Ⅴ　家庭での家事分担について

　該当するものを１つ選び回答（単身者は「Ａ．理想」のみ回答）

　「理想」では「男女同程度」の希望が多いが、「現実」は「家の修繕・修理」以外は、圧倒的に
女性の負担が多くなっている。

Ⅴ－A．理想

無

回

答

そ

の

他

男
女
同
じ
程
度

女
性
の
方
が
多
い

男
性
の
方
が
多
い

無

回

答

そ

の

他

男
女
同
じ
程
度

女
性
の
方
が
多
い

男
性
の
方
が
多
い

６５６７１１５３１３２４３１４１０.８%２.３%４７.７%３７.０%２.１%食事の仕度

６５６７２１４４０８９４６８１１.０%２.１%６２.２%１４.３%１０.４%食事の片付け

６５６７５１６４３０１０４３１１１.４%２.４%６５.５%１５.９%４.７%掃除

６５６７３１６３８４４６１３７１１.１%２.４%５８.５%７.０%２０.９%ゴミだし

６５６７７１３３６７１７８２１１１.７%２.０%５５.９%２７.１%３.２%洗濯

６５６７９１７３６４１７９１７１２.０%２.６%５５.５%２７.３%２.６%食品・日用品の買い物

６５６７４２１２３９２４２９８１１.３%３.２%３６.４%３.７%４５.４%家の修繕・修理

６５６７８１８３６０１７１２９１１.９%２.７%５４.９%２６.１%４.４%家計管理

６５６８９１５４１０１３５７１３.６%２.３%６２.５%２０.６%１.１%子どもの世話・指導

６５６９０１４３１３２３３６１３.７%２.１%４７.７%３５.５%０.９%乳幼児の世話

６５６９０１７４３４９０２５１３.７%２.６%６６.２%１３.７%３.８%保育園の送り迎え

６５６８４２７４８７５２６１２.８%４.１%７４.２%７.９%０.９%親の世話

６５６９１２７４０２１０７２９１３.９%４.１%６１.３%１６.３%４.４%学校等の役員

６５６８４３３４１２５０７７１２.８%５.０%６２.８%７.６%１１.７%地域の役員等
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　Ⅴ－B．現実については、未婚で一人暮らしを除く４７５人を母数としています。
　その他は「子供なし」等、該当しないため「その他」を選択しているケースが多く見られます。

Ⅴ－B．現実

無

回

答

そ

の

他

男
女
同
じ
程
度

女
性
の
方
が
多
い

男
性
の
方
が
多
い

無

回

答

そ

の

他

男
女
同
じ
程
度

女
性
の
方
が
多
い

男
性
の
方
が
多
い

４７５８７８３７３１１３２１８.３%１.７%７.８%６５.５%６.７%食事の仕度

４７５８７４８２２４４５８１８.３%０.８%１７.３%５１.４%１２.２%食事の片付け

４７５８８７６９２６９４２１８.５%１.５%１４.５%５６.６%８.８%掃除

４７５８８７７１１５７１５２１８.５%１.５%１４.９%３３.１%３２.０%ゴミだし

４７５９０４８５２５６４０１８.９%０.８%１７.９%５３.９%８.４%洗濯

４７５８９３９２２５８３３１８.７%０.６%１９.４%５４.３%６.９%食品・日用品の買い物

４７５９３１８７３１１５１７６１９.６%３.８%１５.４%２４.２%３７.１%家の修繕・修理

４７５１０３１４１００２１４４４２１.７%２.９%２１.１%４５.１%９.３%家計管理

４７５１６２２９５９２２１４３４.１%６.１%１２.４%４６.５%０.８%子どもの世話・指導

４７５１６６３８３２２３７２３４.９%８.０%６.７%４９.９%０.４%乳幼児の世話

４７５１６９４２４４２０６１４３５.６%８.８%９.３%４３.４%２.９%保育園の送り迎え

４７５１６３６８１０７１２８９３４.３%１４.３%２２.５%２６.９%１.９%親の世話

４７５１８２６９２８１８５１１３８.３%１４.５%５.９%３８.９%２.３%学校等の役員

４７５１６８６７５８１３８４４３５.４%１４.１%１２.２%２９.１%９.３%地域の役員等
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Ⅴ－１９）（配偶者、パートナーと同居の方）家事の役割分担
「既婚（配偶者と同居）」（355人）及び「未婚だがパートナーと同居」（14人）とお答えいただい
た回答者369人のうち、「配偶者・パートナー」の家事の役割分担について回答があったのは355人
で、「十分やっていると思う」が117人（48.0％）で約半数だったが、「まだ足りないと思う」、「まっ
たくしていないと思う」の回答も合わせて48.0％あり、回答が割れた。

比率実数

４８.０１７７１ 十分やっていると思う

３２.８１２１２ まだ足りないと思う

１５.４５７３ まったくしていないと思う

３.８１４　 無回答

１００.０３６９総　　　数

Ⅴ－２０）（配偶者、パートナーと同居の方）家庭における役割
　「既婚（配偶者と同居）」（３５５人）及び「未婚だがパートナーと同居」（１４人）とお答えいただ
いた回答者３６９人のうち、「配偶者・パートナー」の「家庭における役割」について回答があった
のは３５３人で、「現状のままで良いと思う」が１９９人（５３.９％）で半数だったが、「改善した方がい
いと思う」の回答も４１.７％あり、回答が割れた。

比率実数

５３.９１９９１ 現状のままで良いと思う

４１.７１５４２ 改善した方がいいと思う

４.３１６　 無回答

１００.０３６９総　　　数
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Ⅵ　介護について

Ⅵ－２１）どなたを介護していますか【複数回答あり】
　全回答者６５６人のうち、介護をしていると回答があったのは５６人（全回答者の８.５％）（複数回答
あり）で、介護の対象は「自分の親」が３７人（６６.１％）と最も多かった。

比率実数

６６.１３７１ 自分の親

３２.１１８２ 配偶者・パートナーの親

８.９５３ その他

５６総　　　数

参考）

　複数回答者がいるので複数選択可として集計しています。

Ⅵ－２２）だれが介護をしていますか【複数回答あり】
　全回答者６５６人のうち、介護をしている人は５６人（全回答者の８.５％）（複数回答あり）で、介護
をしている人は「ご自身」が４３人（７６.８％）と最も多かった。

比率実数

７６.８４３１ ご自身

２１.４１２２ 配偶者・パートナー

３２.１１８３ その他

５６総　　　数

　複数回答者がいるので複数選択可として集計しています。
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Ⅵ－２３）１週間で介護に要する時間
　介護をしているとお答えいただいた５６人のうち、介護に要する時間について回答があったのは
４６名、そのうち「１０時間以内」が２５人（４４.６％）と約半数、続いて「２０時間以内」が１２人（２１.４％）
と続いた。

比率実数

４４.６２５１ １０時間以内

２１.４１２２ ２０時間以内

８.９５３ ３０時間以内

３.６２４ ４０時間以内

３.６２５ ９０時間以内

１.８１６ ９０時間以上

１７.８１０　 無回答

１００.０５６総　　　数

参考）
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Ⅶ　育児について

　ⅦについてはⅠ－３）で未就学児がいると回答した１２２人を集計対象としています。
　ただし、未就学児はいないが、過去の経験から回答された方が見られました。

Ⅶ－２４）お子さんの保育状況【複数回答あり】
　Ⅰ−３）同居している家族（子ども）の有無で未就学児がいるとお答えいただいた１２２名（複数
回答あり）のうち、お子さんの保育状況について回答があったのは１１９人で、「保育園に預けてい
る」が１０６人（８６.９％）と最も多かった。

比率実数

８６.９１０６１ 保育園に預けている

０.００２ 自宅で配偶者・パートナー

９.０１１３ 自宅でベビーシッタ
ーを利用

９.８１２４ 自宅で配偶者・パート
ナー以外の家族

２.５３　 無回答

１２２総　　　数

Ⅶ－２５）（保育園に預けている方）保育園について【複数回答あり】
　「保育園に預けている」とお答えいただいた１０６名のうち、保育園の種類について回答があった
のは１０６人（複数回答あり）で、「院外の認可保育園」が６１人（５０.０％）とちょうど半数で、次い
で「院内の保育園」が３４人（２７.9％）だった。

比率実数

２７.９３４１ 院内の保育園

５０.０６１２ 院外の認可保育園

１１.５１４３ 院外の無認可保育園

１３.１１６　 無回答

１２２総　　　数

　複数回答者がいるので複数選択可として集計しています。
　また、「幼稚園」は「保育園」とみなして集計しています。
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Ⅶ－２６）育児休暇について
　未就学児がいるとお答えいただいた１２２名のうち、育児休暇について回答があったのは１２０人で、
「育児休暇をとった」が７６人（６２.３％）と半数を超えたが、「育児休暇をとらなかった」という回
答者も４４人（３６.１％）いた。

比率実数

６２.３７６１ 育児休暇をとった（※）

３６.１４４２ 育児休暇をとらなかった

１.６２　 無回答

１００.０１２２総　　　数

　第一子は取得し、第二子は未取得の場合、「とった」で集計しています。

※　育児休暇をとった期間【複数回答あり】
　最も多い回答が、「９０日（３カ月）以内」１７人（２７.０％）で、次いで「１８０日（６カ月）以内」
１４人（２２.２％）だった。「９０日（３カ月）以内」～「１８０日（６カ月）以内」の合計で７４.６％を占め
た。

比率実数　※複数記載されている場合は多い方を集計

２７.０１７１ ９０日（３カ月）以内

１２.７８２ １２０日（４カ月）以内

１２.７８３ １５０日（５カ月）以内

２２.２１４４ １８０日（６カ月）以内

１１.１７５ ２１０日～２７０日（７～９カ月）以内

１１.１７６ ３６５日（１年）

０.３２７ ３６６日以上（最大４８０日）

６３総　　　数
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Ⅶ－２７）育児休暇の取得について
　未就学児がいるとお答えいただいた１２２名のうち、育児休暇の取得について回答があったのは
１０６人で、「自分の意思で取得した」が７５人（６１.５％）と半数を超えたが、「希望はあったが職場に
言い出せなかった」という回答者も１４人（１１.５％）いた。

比率実数

６１.５７５１ 自分の意志で取得した

１.６２２ 配偶者・パートナーに頼まれて取得を決めた

０.８１３ 配偶者・パートナーに頼まれたが取得しなかった

１１.５１４４ 希望はあったが職場に言い出せなかった

１１.５１４５ 考えたことがなかった

１３.１１６　 無回答

１００.０１２２総　　　数

Ⅶ－２８）育児の分担について
　未就学児がいるとお答えいただいた１２２名のうち、育児の分担について回答があったのは１１８人
で、「まだ足りないと思う」５４人（４４.３％）と「充実していると思う」５３人（４３.４％）がほぼ同数
だった。

比率実数

４３.４５３１ 充実していると思う

４４.３５４２ まだ足りないと思う

９.０１１３ まったくしていないと思う

３.３４　 無回答

１００.０１２２総　　　数



30

Ⅶ－２９）育児に関する行政サービスについて
　未就学児がいるとお答えいただいた１２２名のうち、育児に関する行政サービスについて回答が
あったのは１２１人で、「ファミリーサポート」「保育ママ」「ベビーシッター」のいずれも「利用し
たことがある」より「利用したことはない」の回答が大きく上回った。

無 回 答事 業 自 体
知 ら な い

住んでいる
市町村には
ないサービス

利 用 し た
ことはない

利 用 し た
ことがある

１２２１１２３８６２０①ファミリーサポート

１２２１９４１０５３②保育ママ

１２２１５７７７３２③ベビーシッター

Ⅶ－２９）行政サービス（困ったこと、要望、希望など）
　自由意見に書いていただいた内容をまとめると下記の通りとなった。

７ファミリーサポート

ａ）時間的に利用しづらい（２０）

５全て
４病児保育
２保育ママ
１保育園
１学童保育
４ファミリーサポートの人柄（資格がない・意識が低い）

ｂ）利用に不安（９） ３密室になってしまう
２保育内容が不明確
６病児保育

ｃ）サービス整備・拡充（１４）

３施設の数が少ない
２夜間保育
１人材育成
１児童館
１学童保育
６ベビーシッター

ｄ）金額が高い（７）
１公立保育園の年収スライド
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自由意見回答抜粋

ファミリーサポートは支援者が少なく使いづらい。予約が直前にできないためエンゼルヘルパーは使え
たが、ファミリーサポートはほとんど使わなかった。

病児保育の体制がないと常勤で働き続けることは(祖父母の協力がないと)困難。

どんな方が見てくれるのか分かりにくく、行政サービスにはやや抵抗がある。

住んでいる市町村になく、行政/民間に強く要望している。しかし今のところ実現されていない。　

都内を中心に病児を見てくれるシッター派遣を行っているグループがあります。小児科医も登録されて
いて、当日の急な要請でも派遣してくれます。行政や地元の医師会などで、こういったサービスを提供
してもらえると助かります。

今後出産希望だが、自営クリニックの副院長のためほぼ仕事を休めないので、女性医師等短期で働いて
くれる医師など紹介して欲しい。
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Ⅷ　男女共同参画社会に関する意識について

Ⅷ－３０）社会全体において、男女の地位は平等になっていると思いますか
　全回答者６５６人のうち、男女の地位が平等になっているかどうかの質問に回答があったのは６３０
人で、最も多いのは「どちらかと言えば男性」の２９８人（４５.４％）だった。次の「男性」の２１０人
（３２.０％）を合わせると「男性」の回答が７７.４％（５０８人）を占めた。

比率実数

３２.０２１０１ 男性

４５.４２９８２ どちらかと言えば男性

７.２４７３ 平等

２.３１５４ どちらかと言えば女性

０.６４５ 女性

８.５５６６ わからない

４.０２６　 無回答

１００.０６５６総　　　数

Ⅷ－３１）現在の職場において、男女の地位は平等になっていると思いますか
　全回答者６５６人のうち、現在の職場で男女の地位が平等になっているかどうかの質問に回答が
あったのは６２２人で、最も多いのは「平等」で２８０人（４２.７％）、次いで、「どちらかと言えば男性」
が１４４人（２２.０％）だった。

比率実数

１２.５８２１ 男性

２２.０１４４２ どちらかと言えば男性

４２.７２８０３ 平等

４.６３０４ どちらかと言えば女性

１.４９５ 女性

１１.７７７６ わからない

５.２３４　 無回答

１００.０６５６総　　　数
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Ⅷ－３２）現在の職場における女性医師の支援について
　全回答者６５６人のうち、現在の職場における女性医師の支援についての質問に回答があったの
は６１３人で、「やや不十分」１６７人（２５.５％）、「不十分」１５６人（２３.８％）、「十分」151人（２３.０％）
の回答がほぼ同数で並んだ。

比率実数

２３.０１５１１ 十分

２５.５１６７２ やや不十分

２３.８１５６３ 不十分

１７.２１１３４ わからない

４.０２６５ その他（※）

６.６４３　 無回答

１００.０６５６総　　　数

※「５ その他」意見

１３開業医で１人なので支援なし
支援がない・できない
（１５） １女性のみの職場なので支援なし

１人がいないので支援体制が組めない

１当直を軽減されているが、重要な仕事は任されず出世もしない

育児（６）

１非常勤では施設内保育で預かってもらえない

１職場は協力的だが、子供の病気の時など困ることが多い

１院内保育所がない

１院内学童保育がない

１院内病児保育が９時～１７時（１人/日）と短い時間で制限がある

１女性医師を支援するより、日常生活で何もしない男性医師を家庭で
働かせるべき

その他（５）

１女性医師の意識改革が必要（甘えすぎ・子供を武器にズルし過ぎる）

１育児に対する勤務時間配慮はあるが、介護に関してはコンセンサス
が作られていない

１女性用の当直室がない

１特にないが困ってない

　「わからない」「その他」を選択して注書きで「全員女性」「女性のみ」と書かれているケース
でも、選択された数字どおり集計しています。
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Ⅷ－３３） 男女共同参画とはどちらの社会を目指していると思いますか【複数回答あり】
　全回答者６５６人のうち、男女共同参画が目指す社会への質問に回答があったのは６１３人で、「性差
を認めて特性を生かせる社会を作っていくべき」が７２.９％（４７８人）を占めた。

比率実数

１６.９１１１１ 性差は抜きにして一人の人としての平等を目指すべき

７２.９４７８２ 性差を認めて特性を生かせる社会を作っていくべき

３.７２４３ その他（※）

６.６４３　 無回答

６５６総　　　数

※　「３ その他」意見

４１、２どちらも

回答に言及（１０）

２１も２も違う

２２が適正だが、これだと性差に多くの事をいれてしまい危険

１１と２の間

１はじめに性差ありきにしてはならない

１個人の希望にあわせて性差なく働ければよい

個々の希望に合わせる
（３）

１個々の家庭によりアレンジできるようになればよい

１個人の社会的立場、嗜好、主義に応じて多選択肢から仕事や家庭を
選べる社会

１個人の特性を生かせる社会を作っていくべき
個人の特性を生かす（２）

１男女ではなく個々の特性を生かせるようになるとよい

１性差を認めたうえで１人の人として平等を目指すべき
性差を認める（２）

１制度としては平等だが、各々の考え方で性差を認めた利用・選択も
できる環境がよい

１資質に差はないので、女性も諦めずに頑張るべき

性差に差はない（３）
１性差は抜きにして特性を生かせる社会を作っていくべき

１
男女という概念を抜きにして個人の能力を評価をして平等に扱わ
れると共に、女性であるが故の避けられない不利な点に理解とサポ
ートのある社会であってほしい
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１妊娠・子育てに配慮しつつ、女性医師も十分に社会参画できる支援
体制を社会的に作り上げていく

妊娠・子育てに配慮（３） １女性は母としての役割は重要。それを生かすために、男性のサポー
トを必要とする

１
家庭で話し合い、ライフワークバランスを調整しあい、子供をしっ
かり育てられる体制と、やりたい仕事をきちんと続けられる調整を
家庭内外で行うことが必要

１男性の長時間労働が改善されない限り平等にはならないと思う
男性医師に配慮（２）

１女性の地位を高めるより、男性が育児に参加できるような一般企業
での意識改革をしてほしい

１お金さえ稼げれば何とでもいいという意識を変えるその他（１）
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Ⅸ　自由意見

　自由意見の内容を項目別にまとめた。（一部重複事項あり）

子育てに関する意見まとめ

３できているから勤務可能
勤務時間短縮

１１これから入れてほしい

１４病院内保育　

保育/ベビーシッターの整備
２医師会で整備

２金銭的補助

３労働時間の延長につながるので反対

２小学生の保育

１５男女ともに子育てする社会（男子中高生から教育（１）

５学校保護者会、PTAを参加しやすく

２利用できる制度の周知

４女性医師を支える医師へのインセンティブ

１業務補助者雇用制度の整備

２女性医師が交流できるスペース

２現在育児中の医師の意見を聞いて欲しい

１３職場の意識改革が必要（育児/介護は社会に必要なもの）
　　　　　　　　　　（男女ともに労働時間短縮、休暇を取りやすく）

１障害児の保育環境整備

２妊活も支援してほしい

６女性医師の自覚が必要

１産休補助用要員の制度

２女性に家事育児の負担が大きいのは仕方ない

３何らかのサポート

男女共同に関する意見まとめ

２２男性医師へのサポート

１１職場の意識改革の必要性

８将来のライフワークバランスへの不安

８行政サポートの整備について

５女性が家事・育児をするのを仕方ない

５男性にも「仕事と家庭のバランス」を求める（夫の協力）

１女性医師すべてがバリバリ働きたいわけではない
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性差に関する意見まとめ

１１女性だからと妥協しない（甘えない）

７平等の条件に差がでるのは仕方がない

５性差を生かせる社会になって欲しい

２子どものころから教育すべき

２性差による違いを感じる

２（働き方に）男女差はない

２男女ともに尊重し合うべき

３女性の地位向上

１ジェンダー格差社会に気づくべき

１女性に対する理解が進んだ

１男性に性差を理解してほしい

職場環境に関する意見まとめ

２５働き方の根本的改善（長時間労働・時短勤務など）

７働く量・質に応じたインセンティブをつけることや、多少の昇格への影響が生じることを認容
することも必要

３女性医師がもっと管理職として登用されてほしい

２専門医の取得・更新が大変

２女性医師と女性看護師のサポート体制に差を感じる

２周囲のサポートに感謝すべき

２復職制度支援を希望

１理解ある職場でよかった

１向上心を持つべき

医療制度に関する意見まとめ

医師会・医会・厚労省で対応を統一して欲しい
婚姻時の改正について（２） 改正により、論文・学会発表等のキャリアが検索できなくなる

（デメリットが大きい）

その他

７男性の意見も尊重すべき（男性医師もアンケートを）

２離職を検討している

２結婚できない・子供が欲しいけどできない人もいるのでアンケートで傷つく人もいる
（２０歳代・独身女性は答えづらい）

１医師会が政府に対して無力

１患者及び患者家族からのストーカー行為への対応



38

自由意見回答抜粋

肩身の狭い思い（妊娠・子育て）
■十分な仕事も与えてもらえず、育児のことで何かをお願いする時は常に謝って肩身の狭い思い
をして働き続けることにどれだけの意味があるのだろうと思ってしまうことがあります。同じ
待遇であったとしても、言葉のかけかたひとつで大違いなのにと思うこともあります。妊娠報
告の際、下を向いて「すみません」と報告しなければならなかった時の悲しさは思い出しても
辛いです。

■自分の理想どおりに仕事が出来ない苛立ちと、他の医師と同じく仕事が出来ない疎外感を常に
感じている。また、職場では仕事が出来る人が認められ、家庭では特に子供に感謝されること
もないことから、劣等感、自己否定のイメージを持ちやすく、そこへ毎日のオーバーワークに
よる蓄積疲労が重なり、うつ状態になる。

■私の病院はおそらく他病院と比べ理解があり、急きょ子供を迎えに行かなければならない時、
他の医師が協力する、また子供が小さな女性医師は当直に入らないetc検討してくれているよ
うです。しかし、自分が結婚してその立場となった時、他医師へ「申し訳ない」という気持ち
が先行してしまうことがあるかもしれません。

■辛いのでもう仕事を辞めたいです。仕事を減らしてもらっても後ろめたいし、気を使ってもら
うのも辛いです。

働き方の根本的改善
■ワークシェアリング等、働き方の根本的な改善がない限り、育児出産をしながらの勤務におい
て男女不平等はなくならないと思います。

■医師の世界では、まだまだ子育てしながらの仕事に理解がない。忙しすぎることで、人手がた
りないことで、男性医師への負担も大きい。（女医が出産・育休の時）　なので、男性医師から
不満が出る気持ちも理解できる。女性医師が増えてきており、サポート体制を整えていかない
とダメだと感じる。

■女性に対しての対策よりも社会全体として労働時間が長いことに対したい策をとるべきと思い
ます。子育ては大変なことですが、子どもを持つ女性医師の負担軽減が、その他の医師の労働
強化になるようでは問題は解決しません。

■子供を預ける場所が不足しているのも事実ですが、夜中でも病気でも子供が預けられる体制が
充実したとしても、それは社会の目指す方向ではないと思います。「親の作った夕食を食べさ
せて、夜は親がそばにいる」ことを、周りが快く許す社会が健全だと思います

■同じ女性医師という立場でも、家庭のサポート環境、職場の状況などでずいぶん差があります。
女性医師として自分がどのように働きたいかは、かなり個人差があると思います。職場で求め
られているものと自分の考えに差があると、お互いにあまり良いとはいえない状況になると思
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うので、それらがマッチできるといいと思う。職場でも、時間や給与を半分にし、二人で一組
のような雇用形態を作って選択できるようにしてもらえるといいのかもしれないと思います。

■日本の社会全体が、既存の制度や施設などを利用して、が基本的な考え方になっている。経済
的な問題もあるが「今までのやり方を一変させる」くらいの積極性を持って考えていかないと、
女性医師の能力の有効活用は無理でしょう。

行政のサポートを
■女性医師が増えていく中で、行政のサポートは不可欠です。現場としては女性医師は、看護師、
男性医師、患者すべてから男性と比べ軽視されています。しかしながら女性と言う立場を利用
し、QOLを求める女性医師が増えていることも事実です。頑張る人には見合うだけのポストを
与えるべきだと思います。

■親と同居なので、何とか仕事も育児もまわっている。親のサポートがなかったら、パート勤務
にせざるを得なかったと思う。院内には病児保育はないし、地域にも事前申し込みのところが
一ヶ所あるのみです。友人は、①パートにする、②親に頼る、③ベビーシッターを雇うの３パ
ターンがほとんどで、行政サービスを使っている人はほとんどいないです。（急に頼めないた
め)

意識改革
■子育てと仕事の両立は本当に大変だと思っている。子育てをしている時に職場で孤立しないよ
うにすることがたいへん大事だと思っていたが、これには本人の努力とともに周りの方々の配
慮・意識改革が必要なのだと思う。子育てや介護などをしている人が、男女問わず、気は遣う
が遠慮しすぎないで力を発揮できるような社会になってほしいです。

■「女性支援＝妊娠･出産・子育てへの支援」という発想は、そろそろ転換期だと思いますが？

平等について
■平等とは何か？公平であるべきと考える。

■働く量・質に応じたインセンティブをつけることや、多少の昇格への影響が生じることを認容
することも必要だと思います。

■育児中のため短時間勤務や当直が出来ない人と、努力して男性と同等に働いている人が同じ権
利を得ようとするのは不平等である。給料、年休、学会出張など差をつけたほうが、本当の意
味での平等である。

■当直、残業に対して十分な報酬をつけることが最も大事。そうすれば当直するＤrの不公平感
や当直できないＤrの後ろめたさも減ると思う。

■「育児中の身分」で「当直なし」を選択する場合、「規則」で「定まった身分」があれば軋轢は
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多少軽減されるのではないかと思います。その際減給が少しあれば周りとの軋轢も多少軽減す
るかもしれないと思います。けれども社会保障に関しては、そのままにしていただきたいです。

■男女の性差は当然あるが、そのために職場に負担をかける事があるのなら男女平等の条件（給
料、勤務時間の契約など）にも差がでても仕方ないと考えます。「休みは取る、早く帰る」など
必要な場合、雇用契約は男性と変えるべき。自分の要求を職場に求めるだけではダメだと考え
ます。

■男女で体力、適性、妊娠・出産の有無が異なるので、全くの男女平等な社会（職場）というの
は無理ではないでしょうか。やはり子育てがお金も時間も手間もかかると思いますので、託児
所を安くするなり、経済面で支援するなりして頂けたら助かります。妊娠中に関しても、当直
はできなくなる可能性が高いので、その分収入は減ってしまいますので、やはり経済面で支援
して頂ければと切に願います。代わってもらうことはできませんし、手伝ってもらえるかどう
かは家庭の事情によりますので。

■年月とお金をかけて医師になっているのに子供が出来て辞める女性医師が多いのが残念です。
「子育て女性医師枠」のような医師採用システムがあればいいのにと常々思います。お金は半
分で良いので、そのかわり気持ちよく午後５時に仕事を切り上げられる環境作りが必要です。
結局独身女性医師や男性医師の話を聞くと、「同じ給料なのに」という点が根底にあるような気
がします。ただ今の病院は完全に古い体制で、そのような考えは全くなさそうです。常勤で働
いている子供がいる女性医師はほんのわずかです。

男性医師（夫）の協力を求める
■女性と女性を取り巻く環境には「仕事と育児のバランスが必要」と求めるのに、男性に同じ事
を求めないうちは成り立たないと思います。“育児”の部分は“介護”にも置き換えられるので、
「仕事と家庭のバランス」と言った方が良いでしょうか。

男性医師のサポートを
■男性の長時間労働を改善しないと、女性の状況はなかなか改善しないと思います。女性ばかり
を早く帰らせるようにすることで、結局女性側に家事育児負担が偏る現状について、女性が仕
事を頑張るほど、その後帰宅後に家事育児に忙殺され、自分の勉強や人との付き合いや自己啓
発の時間は無くなってしまうという現状について、広く世間に知ってもらいたいと思います。

■このようなアンケートを頂くと、いつでも違和感を強く感じます。アンケートに努力されてい
る事は良く分かりますが、問題点を履き違えていると感じます。女性の問題ではなく男性の問
題なのに、いつも“女性”の意識を問うたり、“女性医師を支援”する方法を考えたり、本末転
倒なところに議論が帰結しています。

■女性への支援＝家事・育児を女性が行うという前提ではよくないと思います。“妻（パートナー）
が働く女性”の男性を支援するシステムも同様に行うべきと考えます。 
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女性医師の甘え
■女性医師だからと特別扱いして欲しくなかったし、甘えるのは良くない。しかし女性特有の事
情も認めてほしいと自分の中でも矛盾している。よく意見を出し合って、納得の上で色々な事
を決めていくべきで、トップダウンで決められると反発があったり嫌な思いをしたりすると思う。

■女性医師支援事業は大変重要なものですが、それを支援された女性医師が「甘え」「あたりまえ」
と思わないで、支援の必要がなくなったら次の世代の若手に同じ手をさしのべてほしい。

サポートへの感謝
■母親が周りのサポートに感謝の意を示すことが重要です。

優遇について
■男だから、女だからとかではなく、やれる方がやれることをすればいいとは思うのですが、ど
うしても家事育児全般は女性がやることが当たり前なイメージがまだまだ強いと思います。同
じ職場で働いて当直も同じようにこなしているのに、夫が家事をすると「偉いね～」となるの
がフラストレーションのもとです。ただ私の方が子供のために休みを取ることが出来やすい立
場にあり、子供と過ごせる時間が長く取れるのはうれしいことなので、何を持って「優遇」と
いうのかよくわかりません。

医師会に
■このアンケートの結果を受けて医師会がどのように支援事業をすすめていくのか、気になると
ころです。

■女性がキャリアを伸ばし生き生きと活躍するのは、まず医師会から残業なしを進めていく事が
大切ではないでしょうか？更に会議も終了時間を決め、時間内で効率よく進めることが必要と
思います。

■女性だからというのではなく、人間は一人一人違うはずです。個々の特性や違いを認め補いあ
うのが幸福度の高い社会と考えますが、女性であることを是とすることがあらゆるマイノリ
ティー、ひいては社会全体のボトムアップにつながるのではないでしょうか。医師会の勇気あ
る前進を期待します。

アンケートをすることに関する意見
■一体このアンケートを誰が何を言うために使うのか想像できないが、発想がステレオタイプな
ので、あまり結果に期待は出来ないと思ってしまう。このアンケートの結果がどのような施策
に反映されたのか、必ず文書で教えてください。

■共同参画の先に、何を目指しているのか目指すのか、アンケートを記入していて更にわからな
くなりました。
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３．考　　察

はじめに

　日本医師会で行われた「男女共同参画についての男性医師の意識調査」（平成２６年２月公表）
（以下略「男性医師の意識調査」）（※１）を参考に、女性医師が生涯、医師として働き続けるた
めに、現在置かれている状況、直面する問題やそれに対する要望・意見を調査することを目的に
行った。
　なお、本会調査では、「千葉県医師会会員」及び「病院」を対象としたため、「開業医」の回答
が含まれる。そのため、「男性医師の意識調査」の調査対象とは若干違いがあるが、比較をして調
査結果を検討してみた。
　「男性の意識調査」との比較は下記の通りである。

男性医師の調査（日医）女性医師の調査（本会）
全国の臨床研修病院（６,９４６人）

（千葉県２２７人）
千葉県医師会員（開業・勤務）
及び病院施設（６５６人）調 査 対 象

「３０歳台」２４.０％
「４０歳台」３０.２％
「５０歳台」２７.６％

「３０歳台」３３.２％
「４０歳台」２４.４％
「５０歳台」１４.６％

年 齢

「既婚」８７.１％「既婚」５９.４％結 婚
「医師」　　 １６.７％
「専業主婦」６１.５％「医師」６３.１％配偶者・パートナーの職業

６３.６%３９.５%子 ど も と の 同 居
「未就学児」　 ３３.６％
「小学生」　　 ２８.３％
「中学生以上」３８.１％

「未就学児」　 ４７.１％
「小学生」　　 ２７.８％
「中学生以上」４１.３％

子どもとの同居（内容）

「病院」のみ「病院」　 ６８.０％
「診療所」２８.４％勤 務 先

「内科」２８.４％
「外科」１３.９％

「内科」　 ２８.５％
「小児科」１６.６％診 療 科

「診療部長」３５.０％
「役職なし」２５.５％

「診療部長」 ４.６％
「役職なし」３８.４％役 職

「当直なし」　　　　　 ２９.３％
「月１回～週１回未満」４２.７％

「当直なし」　　　　　 ５６.７％
「月１回～週１回未満」１７.７％当 直

「９時間以上１２時間未満」２１.９％
「１２時間以上１５時間未満」６２.４％

「１０時間以上１２時間未満」３９.６％
「１２時間以上１４時間未満」３０.８％労 働 時 間 （ 本 人 ）

「９時間以上１２時間未満」５０.６％
「１２時間以上１５時間未満」２０.６％

「１２時間以上１４時間未満」４１.６％
「１４時間以上１６時間未満」２５.６％

労 働 時 間
（配偶者・パートナー）

「とれている」　 ３８.１％
「とれていない」４９.７％

「とれている」　 ４７.９％
「とれていない」３８.０％ワークライフバランス

「仕事の比重が重く、家事や育児に関
われない」 ９１.３％

「仕事の比重が重く、家事や育児に関
われない」 ６３.５％

ワークライフバランス　
　　 と れ な い 理 由

「家族の協力」　　　 ５０.７％
「職場の上司の理解」４８.５％
「職場の仲間の理解」５１.０％

「家族の協力」　　　 ７２.４％
「職場の上司の理解」６０.８％
「職場の仲間の理解」６４.６％

ワークライフバランス
　とるために必要なもの



43

男性医師の調査（日医）女性医師の調査（本会）
男女同程度

（「家の修繕・修理」以外）
男女同程度

（「家の修繕・修理」以外）家庭での家事分担（理想）

女性の割合が多い
（「家の修繕・修理」以外）

女性の割合が多い
（「家の修繕・修理」以外）家庭での家事分担（現実）

「充分」　　　　　　　 ２６.８％
「まだ足りない」　　　 ５０.１％
「まったくしていない」２３.１％

「充分」　　　　　　　 ４８.０％
「まだ足りない」　　　 ３２.８％
「まったくしていない」１５.４％

家 事 の 役 割 分 担

「現状のまま」５６.８％
「改善」　　　 ４３.２％

「現状のまま」５３.９％
「改善」　　　 ４１.７％家 庭 に お け る 役 割

７.０%８.５%介 護 を し て い る 人
「ご自身」　　　　　　 ５１.３％
「配偶者・パートナー」６４.７％

「ご自身」　　　　　　 ７６.８％
「配偶者・パートナー」２１.４％だれが介護をしているのか

「自分の親」　　　　　　　 ７２.８％
「配偶者・パートナーの親」２９.７％

「自分の親」　　　　　　　 ６６.１％
「配偶者・パートナーの親」３２.１％介 護 の 対 象

「１０時間以内」７０.２％「１０時間以内」４４.６％介 護 に 要 す る 時 間
「自宅で配偶者・パートナーがみてい
る」 ５６.９％
「保育園に預けている」 ４０.１％

「保育園に預けている」８６.９％子 ど も の 保 育 状 況

「とった」　　 　 ２.６％
「とらなかった」９７.４％

「とった」　　　 ６２.３％
「とらなかった」３６.１％育 児 休 暇

「考えたことがなかった」８２.６％「考えたことがなかった」１１.５％育児休暇の取得について
「３０～９９日」２０.８％
「７日」　　  ７.２％
「１０～２９日」１３.５％

「９０日以内」 ２７.０％
「１８０日以内」２２.２％

育 児 休 暇
と　っ　た　期　間

「充実」　　 ２１.０％
「足りない」５４.４％

「充実」　　 ４３.４％
「足りない」４４.３％育 児 の 分 担

「利用したことはない」が「利用した
ことがある」を大きく上回る育児の行政サービス

「どちらかといえば男性」４５.７％「どちらかといえば男性」４５.４％男女の地位　（社会全体）
「平等」４３.３％「平等」４２.７％男女の地位（現在の職場）

「十分」　　　 １８.５％
「やや不十分」３２.４％
「不十分」　　 ２５.１％

「十分」　　　 ２３.０％
「やや不十分」２５.５％
「不十分」　　 ２３.８％

職場の女性医師の支援

「性差を認めて特性を生かせる社会」
７２.９％男 女 共 同 参 画 社 会

「ハラスメント」の設問なし

「経験がある」４５.４％ハ ラ ス メ ン ト
「パワハラ」６２.１％
「セクハラ」３４.２％ハラスメントの内容

「男性」６４.１％相 手 側 の 性 別
「上司」５８.７％相 手 側 の 立 場

　本会調査の「女性医師」の年齢は、「３０歳台」と「４０歳台」を合わせると５割を超え、既婚者は
全体の約６割だった。なお、「女性医師」の配偶者・パートナーの職業は６割が医師であった。子
どもとの同居は約４割で、そのうち「未就学児」と「小学生」で７割を超えている。勤務先は、
病院が約７割、約３割が診療所だった。なお、「千葉県医師会員」は、診療所開業会員が多いため、
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「診療所」と回答した者の多くは開業会員だと思われる。
　一方、「男性医師の意識調査」の回答の「男性医師」は、全体的な医師数の違いも関係するかも
しれないが「５０歳台」が約３割いた。その年齢層の違いもあるのか、既婚者が９割近くおり、子
どもとの同居も６割を超えている。なお、「男性医師」の配偶者・パートナーの職業は６割が「専
業主婦」であるところが「女性医師」との大きな違いである。
　大きな違いはもう一つあり、「当直」について、「女性医師」は「当直なし」が５割を超えてい
るところ、「男性医師」は「月１回～週１回未満」が４割を超えている。なお、「女性医師」の
「当直なし」が多いのは、回答者の約３割が「診療所」勤務ということもあるかもしれない。
　出勤時間と帰宅時間から割り出した「労働時間」についても、「女性医師」は、「１０時間以上１２
時間未満」が３９.６％と最も多かったが、「男性医師」は「１２時間以上１５時間未満」が６２.４％と最も
多く、「労働時間」のピークに差があった。しかし、いづれも基準の８時間/１日を超過しており、
医師の長時間労働の全体がみえる。

ワークライフバランス

　「ワークライフバランス」については、「女性医師」で「ワークライフバランスがとれていない」
と回答のあった６割以上が、「仕事の比重が重く、家事や育児に関われない」と答えており、９割
以上の回答があった「男性医師」と同じく「仕事の拘束時間の長さ」の実態が垣間見える。なお、
自由意見では働き方の根本的改善を求める記載が多かった。
　ワークライフバランスをとるために必要だと思うものについては、「家族の協力」という「女性
医師」の回答が７２.４％あった。「女性医師」の配偶者・パートナーの約６割が医師であることを考
えると、自由意見で「男性医師」へのサポートの要望について記載が多いのも理解が出来る。若
い世代の育児に対する意識が変わってきていることを考えると、今後は、男女を問わず支援策を
考えていかなければいけない。また、「職場の上司の理解」や「職場の仲間の理解」という回答も
共に６割を超え、自由意見で記載があったように、支援策を考える際は、「職場の意識改革」も含
めて検討していくべきだと思われる。なお、「ワークライフバランス」をとるために必要だと思う
ものについての回答率は、いずれも「女性医師」が「男性医師」を上回っており、「女性医師」の
関心の高さを感じる。

家事分担

　「女性医師」の家庭での家事分担については、「理想」では「男女同程度」の希望が多いが、「現
実」は「家の修繕・修理」以外は、圧倒的に女性の割合が多くなっている。しかし、「家事の役割
分担」について、「女性医師」の４８.０％が「充分」と回答している。「男性医師」の５０.１％が「家事
の役割分担」について「まだ足りない」と回答しているが、「家庭における役割」については、
「現状のままで良いと思う」が両者ともに５割を超えている。 
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介　護

　介護に関しては、介護をしていると回答した「女性医師」が５６人（全回答者の８.５％）おり、そ
の内「ご自身」で介護をしているという「女性医師」が７６.８％いた。一方「男性医師」も介護を
していると回答した人が７.０％おり、「ご自身」で介護をしている「男性医師」が５１.３％、「配偶者・
パートナー」が６４.７％だった。社会でも介護離職率が問題になっているので、介護支援についても
今後検討していくべきだと思われる。

育　児

　育児については、「育児休暇をとった」という「女性医師」が６２.３％いたが、「希望があったが
職場に言い出せなかった」という回答も１１.５％あった。一方、「育児休暇をとった」男性医師は
２.６％で、「希望があったが言い出せなかった」という回答は１４.０％だった。「育児休暇をとった」
差は歴然だったが、「希望があったが言い出せなかった」者の割合はほぼ同数だった。
　自由記載欄でも、妊娠・出産・育児による業務の負担軽減分が、同僚に負担をかけることにつ
いて、肩身の狭い思いを抱く意見が目立った。しかし、一方で、周りのサポートに感謝の意を示
すべきとの意見もあり、周囲に配慮しつつも、遠慮しすぎないで力を発揮できるように、職場の
意識改革も必要であると思われる。また、自営クリニックの場合は、代診の紹介希望があった。
開業会員が多い本会としては、「医師会」として協力できる事を考えていきたいと思う。
　育児に関する行政サービスについては、利用したことがある回答者が、「ファミリーサポート」
（１６.４％）、「保育ママ」（２.５％）、「ベビーシッター」（２６.２％）といずれも少数で、「時間的に利用
しづらい」、「利用に不安」があるという意見が多く、「病児保育」などの「サービスの整備・拡
充」を求める意見も目立った。行政サービスをよりよく利用できるように、行政との話し合いの
必要性を感じた。

女性医師の支援

　職場の女性医師の支援については、男女共に約５割が「やや不十分」「不十分」と回答しており、
今後、支援について検討していかなければいけない状況がよく理解できた。

ハラスメント

　また、本会独自の設問として、「ハラスメント」について調査をした。ハラスメントを受けて
「嫌な思いをした」という回答が４割を超え、その回答の中の６２.１％が「パワーハラスメント」だっ
た。なお、ハラスメントで「嫌な思いをした」と回答したうちの６４.１％が相手側の性別を「男性」、
５８.７％が「上司」と答えている。なお、「平成２４年度 厚生労働省委託事業「職場のパワーハラス
メントに関する実態調査報告書」（※２）によると「パワーハラスメント行為をした人の関係」で
は、「上司から部下へ」が６７.７％あり、本会の調査とほぼ同じだった。千葉県内の医師数の８割が
男性（※３）であることを考えると、相手側の性別の６割以上が男性になってしまうのも理解で
きる。 
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結　語

　今回の調査により、女性医師が生涯、医師として働き続けるためには、「出産・育児」、「家族の
介護」などのライフイベントの際に支援を必要としており、検討していかなければいけない状況
がわかった。しかし、その支援の際には、他の医師の労働強化にならないように調整していくこ
とが必要である。自由意見では、「働く量・質に応じたインセンティブをつけることや、多少の昇
格への影響が生じることを認容することも必要」という意見があった。育児をしている女性医師
から、差をつけてもらった方が働きやすいという意見もあり、育児者と非育児者の不和解消には
そのような「差」が「平等」につながるのかもしれない。
　女性医師として自分がどのように働きたいかは個人差があり、自分にあった働き方が選択出来
るような支援が出来るように検討していきたいと思う。

※１　日本医師会【男女共同参画についての男性医師の意識調査報告書】（平成２６年２月公表）
　　　（http://dl.med.or.jp/dl-med/female/men201402.pdf）
※２　平成２４年度 厚生労働省委託事業「職場のパワーハラスメントに関する実態調査報告書」
　　　（http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002qx6t.html）
※３　千葉県庁ＨＰ　千葉県発表「平成２４年医師・歯科医師・薬剤師調査の概況」
　　　（https://www.pref.chiba.lg.jp/kenshidou/toukeidata/kakushukousei/24_ishi.html）
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４．活動方針

１、ひとりの人間として、あたりまえに生きていくための支援をします

・医学生・研修医のうちから、将来を具体的に考えられる情報が得られる機会を提供します。
・ライフイベント（結婚、出産、育児、介護）とキャリアデザインを、どのように組み合わせ
るかを考える機会を提供します。

２、働き続けることのできる職場づくりを応援します

・ライフイベントなどで、離職を考えなくてもよい職場、休職の後復帰のしやすい職場の実現
を応援します。

３、地域の様々なサービスの質と量の確保をめざし、その情報を提供します

・現在、ライフイベントの際に利用できる「サービス」（託児、家事援助など）の情報を提供で
きるように整理し、周知します。
・また、「サービス」の質と量の確保のため、必要に応じてサービス提供者と連携します。

　以上を千葉県医師会に提案し、男女共同参画推進委員会の活動方針としたいと思います。

平成２７年度　アンケート結果から

千葉県医師会男女共同参画推進委員会千葉県医師会男女共同参画推進委員会

活　動　方　針活　動　方　針
千葉県医師会男女共同参画推進委員会

活　動　方　針



48

比率実数女性
１３.１８６３０歳未満
３３.２２１８３０歳台
２４.４１６０４０歳台
１４.６９６５０歳台
１４.３９４６０歳以上
０.３２無回答
１００.０６５６総　　数

５．集計表（男女比較）
※「男性」については、日本医師会【男女共同参画についての男性医師の意識調査報告書】（平成
26年２月実施）のデータを使用させていただいた。

Ⅰ．ご自身について

Ⅰ－１）年齢

比率実数男性
８.４５７８２０歳台
２４.０１,６５８３０歳台
３０.２２,０８９４０歳台
２７.６１,９１１５０歳台
９.９６８３６０歳台
１００.０６,９１９総　　数

Ⅰ－２） 結婚について

比率実数女性
３１.７２０８未婚
５４.１３５５既婚（配偶者と同居）
５.３３５既婚（配偶者と別居）

２.１１４未婚だがパートナーと同居し
ている

６.６４３離別・死別
０.２１無回答
１００.０６５６総　　　数

比率実数男性
１１.６８０２未婚
８２.９５,７４６既婚（配偶者と同居）
４.２２８９既婚（配偶者と別居）

０.４２９未婚だがパートナーと同居し
ている

０.９６４離別・死別
１００.０６,９３０総　　数

Ⅰ－３） 配偶者・パートナーの職業

比率実数女性
６３.１２５５医師
３１.４１２７医師以外
２.７１１主夫
２.７１１無回答
１００.０４０４総　　　数

比率実数男性
１６.７９９１医師
２１.８１,２９６医師以外
６１.５３,６６０専業主婦
１００.０５,９４７総　　数

Ⅰ－３） 同居している家族【複数回答】

比率実数女性
５３.８３５３配偶者
９.５６２親
２.３１５同居人
３９.５２５９子ども
３３.５２２０無回答

６５６総　　　数

比率実数男性
８４.８５,７４６配偶者
６.６４４４親（義理を含む）
１.３９１配偶者、親以外の親族
６３.６４,３０５子ども
０.６３８その他
１２.８８６４単身世帯

６,７７３総　　数
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Ⅰ－３） 同居している子どもの有無【複数回答】

比率実数女性
４７.１１２２未就学児
２７.８７２小学生
４１.３１０７中学生以上
２.３６無回答

２５９総　　　数

比率実数男性
３３.６１,８４４未就学児
２８.３１,５５４小学生
３８.１２,０９２中学生以上

５,４９０総　　数

比率実数男性
３７.２２,５６３５００床以上
５７.８３,９８１２００～４９９床
４.８３２９１００～１９９床
０.２１１１００床未満
１００.０６,８８４総　　数

Ⅱ．勤務先・勤務状況について

Ⅱ－４）勤務病院の規模

比率実数女性
３４.１２２４５００床以上
２６.２１７２２００～４９９床
４.０２６１００～１９９床
３.７２４１００床未満
２８.４１８６診療所
０.９６その他
２.７１８無回答
１００.０６５６総　　　数

比率実数男性
２８.４１,９６６内科
３.０２０８精神科
４.７３２４産婦人科
４.５３１０泌尿器科
３.３２２９麻酔科
１.７１１７救急
６.８４６８小児科
１３.９９６２外科
１.９１２８眼科
４.２２８９脳神経外科
１.８１２２皮膚科
７.１４９３整形外科
２.６１８０耳鼻咽喉科
２.７１８２放射線科
４.３２９６研修期間中
１０.１６９９その他

６,９１４総　　数

Ⅱ－５） 診療科【複数回答あり】

比率実数女性
２８.５１８７内科
５.６３７精神科
８.７５７産婦人科
０.５３泌尿器科
５.９３９麻酔科
１.７１１救急科
１６.６１０９小児科
４.３２８外科
７.３４８眼科
０.３２脳神経外科
１.１７病理
２.１１４形成外科
５.９３９皮膚科
１.７１１整形外科
３.５２３耳鼻咽喉科
２.１１４放射線科
０.００臨床検査
１.８１２リハビリテーション
０.９６総合診療科
５.３３５研修期間中
３.４２２その他
１.１７無回答

６５６総　　　数
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比率実数男性
１０.５７２０管理者
３５.０２,４１１診療部長
１８.５１,２７１臨床研修指導医
２５.５１,７５７役職なし
５.２３５８臨床研修医
８.４５７８その他

６,８８１総　　数
※男性、複数回答あり

Ⅱ－６）役職

比率実数女性
２２.６１４８管理者
４.６３０診療部長
１６.５１０８指導的な立場の職
３８.４２５２役職なし
８.８５８臨床研修医
７.６５０その他
１.５１０無回答

１００.０６５６総　　　数

比率実数男性
０.０００時
０.０１１時
０.００２時
０.０１３時
０.１４４時
１.３９０５時
１３.３９１１６時
５６.０３,８４９７時
２９.０１,９９２８時
０.３２３９時
０.００１０時
０.００１１時
０.００１２時
０.００１３時
０.００１４時
０.００１５時
０.０１１６時
０.０１１７時
０.００１８時
０.０１１９時
０.００２０時
０.００２１時
０.００２２時
０.０１２３時
１００.０６,８７５総　　数

Ⅱ－８）出勤時間

比率実数女性
１１.３７４６時台以前
４５.７３００７時台
３４.０２２３８時台
５.５３６９時台以降
０.５３不定期・自宅
３.０２０無回答
１００.０６５６総　　　数

比率実数男性
７.０４８５週２回以上
２１.０１,４４８週１回
４２.７２,９４９月１回～週１回未満
２９.３２,０１９当直なし
１００.０６,９０１総　　数

Ⅱ－７）当直

比率実数女性
９.０５９週２回以上
１５.５１０２週１回
１７.７１１６月１回～週１回未満
５６.７３７２当直なし
１.１７無回答
１００.０６５６総　　　数
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Ⅱ－８）帰宅時間

比率実数女性
３.２２１１６時台以前
４.１２７１７時台
２１.６１４２１８時台
２８.２１８５１９時台
１７.８１１７２０時台
１０.１６６２１時台
１０.５６９２２時台以降
０.５３不定期・自宅
４.０２６無回答
１００.０６５６総　　　数

比率実数男性
１.６１０７０時
０.３１９１時
０.０２２時
０.０３３時
０.０１４時
０.００５時
０.００６時
０.００７時
０.０１８時
０.００９時
０.００１０時
０.００１１時
０.０１１２時
０.００１３時
０.００１４時
０.０２１５時
０.０１１６時
０.９５９１７時
９.８６７１１８時
２６.４１,８１１１９時
２７.７１,９０１２０時
１９.０１,３０１２１時
１０.４７１１２２時
３.９２７０２３時
１００.０６,８６１総　　数

比率実数男性
０.０２３時間未満
０.０１３時間以上～６時間未満
０.１８６時間以上～９時間未満
２１.９１,５０４９時間以上～１２時間未満
６２.４４,２８９１２時間以上～１５時間未満
１４.９１,０２１１５時間以上～１８時間未満
０.５３４１８時間以上～２１時間未満
０.０２２１時間以上
０.２１４不明
１００.０６,８７５総　　数

Ⅱ－８）労働時間（本人）

比率実数女性
０.２１２時間以上４時間未満
０.８５４時間以上６時間未満
２１３６時間以上８時間未満
９.６６０８時間以上１０時間未満
３９.６２４７１０時間以上１２時間未満
３０.８１９２１２時間以上１４時間未満
１３８１１４時間以上１６時間未満
３.７２３１６時間以上１８時間未満
０.２１１８時間以上
１００６２３合　計
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比率実数男性
０.０００時
０.００１時
０.００２時
０.００３時
０.１１４時
０.３５５時
２.０３５６時
２５.９４４４７時
５２.２８９６８時
１４.９２５６９時
２.３３９１０時
０.５８１１時
０.６１１１２時
０.５９１３時
０.３６１４時
０.１１１５時
０.００１６時
０.１２１７時
０.１１１８時
０.００１９時
０.１２２０時
０.００２１時
０.００２２時
０.００２３時
１００.０１,７１６総　　数

Ⅱ－８）配偶者・パートナーの出勤時間

比率実数女性
１６.０５９６時台以前
４０.９１５１７時台
２４.７９１８時台
４.１１５９時台以降
４.６１７不定期・自宅
９.８３６無回答
１００.０３６９総　　　数
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Ⅱ－８）配偶者・パートナーの帰宅時間

比率実数女性
２.２８１６時台以前
１.６６１７時台
８.７３２１８時台
１７.１６３１９時台
１７.９６６２０時台
１９.５７２２１時台
１７.９６６２２時台以降
４.１１５不定期・自宅
１１.１４１無回答
１００.０３６９総　　　数

比率実数男性
０.８１３０時
０.００１時
０.００２時
０.００３時
０.００４時
０.００５時
０.００６時
０.００７時
０.００８時
０.００９時
０.００１０時
０.１１１１時
０.３５１２時
４.２７１１３時
４.８８１１４時
４.９８３１５時
５.５９３１６時
１４.３２４４１７時
２８.１４７９１８時
１８.３３１２１９時
１２.０２０４２０時
４.２７１２１時
２.２３８２２時
０.５８２３時
１００.０１,７０３総　　数

Ⅱ－８）配偶者・パートナーの労働時間

比率実数女性
１.３４６時間以上８時間未満
３.５１１８時間以上１０時間未満
２０.９６６１０時間以上１２時間未満
４１.６１３１１２時間以上１４時間未満
２５.６８１１４時間以上１６時間未満
１３.７２３１６時間以上
１００３１６合　計

比率実数男性
０.１２３時間未満
７.３１２６３時間以上～６時間未満
１８.５３１８６時間以上～９時間未満
５０.６８６９９時間以上～１２時間未満
２０.６３５３１２時間以上～１５時間未満
２.０３４１５時間以上～１８時間未満
０.００１８時間以上～２１時間未満
０.００２１時間以上
０.９１５不明
１００.０１,７１７総　　数
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Ⅲ　ワークライフバランスについて

Ⅲ－９）現在のご自身のワークライフバランス

比率実数女性
４７.９３１４バランスがとれている
３８.０２４９バランスがとれていない
１２.３８１わからない
１.８１２無回答
１００.０６５６総　　　数

比率実数男性
３８.１２,６３０バランスがとれている
４９.７３,４２７バランスがとれていない
１２.２８４１わからない
１００.０６,８９８総　　数

比率実数男性

１.９６４家事や育児の負担が大きく、
身体的にきつい

２.６９０家事や育児の負担が大きく、
仕事に支障がある

９１.３３,１０４仕事の比重が重く、家事や育
児には関われない

４.７１５７わからない
３,４００総　　数

Ⅲ－１０）（バランスがとれていない方）【複数回答あり】

比率実数女性

１９.３４８家事や育児の負担が大きく、
身体的にきつい

１０.０２５家事や育児の負担が大きく、
仕事に支障がある

６３.５１５８仕事の比重が重く、家事や育
児には関われない

１５.３３８その他（※）
１.２３無回答

２４９総　　　数

比率実数男性
５０.７３,３６２家族の協力
４２.８２,８４０お金
４８.６３,２１９職場の上司の理解
５１.０３,３８１職場の仲間の理解
２２.５１,４９３その他

６,６２８総　　数

Ⅲ－１１）ワークライフバランスをとるために必要だと思うものは【複数回答】

比率実数女性
７２.４４７５家族の協力
４４.２２９０お金
６０.８３９９職場の上司の理解
６４.６４２４職場の仲間の理解
１４.５９５その他（※）
５.２３４無回答

６５６総　　　数

比率実数男性

３５.８１,９７０普段から話し合っており、解
決策が出てくる

１６.１８８５話し合っているが、言い争い
になることが多い

４８.１２,６４９話さない
１００.０５,５０４総　　数

Ⅲ－１２）（配偶者・パートナーと同居している方）ワークライフバランスについて

比率実数女性

４９.１１８１普段から話し合っており、解
決策が出てくる

１７.１６３話し合っているが、言い争い
になることが多い

２８.２１０４話さない
５.７２１無回答
１００.０３６９総　　　数
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Ⅴ　家庭での家事分担について

Ⅴ－A．理想
比率実数

女性

総
　

　

数

無

回

答

そ

の

他

男
女
同
じ
程
度

女
性
の
方
が
多
い

男
性
の
方
が
多
い

総
　

　

数

無

回

答

そ

の

他

男
女
同
じ
程
度

女
性
の
方
が
多
い

男
性
の
方
が
多
い

１００.０１０.８２.３４７.７３７.０２.１６５６７１１５３１３２４３１４食事の仕度
１００.０１１.０２.１６２.２１４.３１０.４６５６７２１４４０８９４６８食事の片付け
１００.０１１.４２.４６５.５１５.９４.７６５６７５１６４３０１０４３１掃除
１００.０１１.１２.４５８.５７.０２０.９６５６７３１６３８４４６１３７ゴミだし
１００.０１１.７２.０５５.９２７.１３.２６５６７７１３３６７１７８２１洗濯
１００.０１２.０２.６５５.５２７.３２.６６５６７９１７３６４１７９１７食品・日用品の買い物
１００.０１１.３３.２３６.４３.７４５.４６５６７４２１２３９２４２９８家の修繕・修理
１００.０１１.９２.７５４.９２６.１４.４６５６７８１８３６０１７１２９家計管理
１００.０１３.６２.３６２.５２０.６１.１６５６８９１５４１０１３５７子どもの世話・指導
１００.０１３.７２.１４７.７３５.５０.９６５６９０１４３１３２３３６乳幼児の世話
１００.０１３.７２.６６６.２１３.７３.８６５６９０１７４３４９０２５保育園の送り迎え
１００.０１２.８４.１７４.２７.９０.９６５６８４２７４８７５２６親の世話
１００.０１３.９４.１６１.３１６.３４.４６５６９１２７４０２１０７２９学校等の役員
１００.０１２.８５.０６２.８７.６１１.７６５６８４３３４１２５０７７地域の役員等

比率実数

男性
総

数

そ

の

他

男
女
同
じ
程
度

主
に
女
性

主
に
男
性

総

数

そ

の

他

男
女
同
じ
程
度

主
に
女
性

主
に
男
性

１００.０２.６２４.３７２.６０.５６,２６２１６４１,５２０４,５４９２９食事の仕度
１００.０２.３４８.７４１.９７.１６,２６６１４４３,０５２２,６２６４４４食事の片付け
１００.０２.４４７.３４８.１２.１６,２５２１５０２,９５９３,００９１３４掃除
１００.０２.５４７.５２２.５２７.５６,２６７１５８２,９７５１,４１３１,７２１ゴミだし
１００.０２.３３６.８５９.５１.４６,２６３１４５２,３０３３,７２８８７洗濯
１００.０２.４４９.５４６.５１.６６,２５３１４８３,０９８２,９０６１０１食品・日用品の買い物
１００.０６.３２８.９７.６５７.３６,２６２３９４１,８０９４７４３,５８５家の修繕・修理
１００.０２.８４１.８４５.７９.６６,２４７１７４２,６１４２,８５８６０１家計管理
１００.０２.７６８.５２８.３０.５６,０６８１６３４,１５７１,７１６３２子どもの世話・指導
１００.０３.２４２.７５３.８０.３５,９０１１８８２,５２１３,１７７１５乳幼児の世話
１００.０５.２５２.０４０.６２.１５,８３３３０２３,０３６２,３７０１２５保育園の送り迎え
１００.０６.９７５.６１６.１１.３５,９６６４１４４,５１３９６１７８親の世話
１００.０８.５５４.１３３.２４.１５,９７６５０８３,２３５１,９８５２４８学校等の役員
１００.０９.０５６.８２３.１１１.１６,０３７５４１３,４３２１,３９２６７２地域の役員等
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Ⅴ－B．現実
比率実数

女性

無

回

答

そ

の

他

男
女
同
じ
程
度

女
性
の
方
が
多
い

男
性
の
方
が
多
い

無

回

答

そ

の

他

男
女
同
じ
程
度

女
性
の
方
が
多
い

男
性
の
方
が
多
い

１００.０１８.３１.７７.８６５.５６.７４７５８７８３７３１１３２食事の仕度
１００.０１８.３０.８１７.３５１.４１２.２４７５８７４８２２４４５８食事の片付け
１００.０１８.５１.５１４.５５６.６８.８４７５８８７６９２６９４２掃除
１００.０１８.５１.５１４.９３３.１３２.０４７５８８７７１１５７１５２ゴミだし
１００.０１８.９０.８１７.９５３.９８.４４７５９０４８５２５６４０洗濯
１００.０１８.７０.６１９.４５４.３６.９４７５８９３９２２５８３３食品・日用品の買い物
１００.０１９.６３.８１５.４２４.２３７.１４７５９３１８７３１１５１７６家の修繕・修理
１００.０２１.７２.９２１.１４５.１９.３４７５１０３１４１００２１４４４家計管理
１００.０３４.１６.１１２.４４６.５０.８４７５１６２２９５９２２１４子どもの世話・指導
１００.０３４.９８.０６.７４９.９０.４４７５１６６３８３２２３７２乳幼児の世話
１００.０３５.６８.８９.３４３.４２.９４７５１６９４２４４２０６１４保育園の送り迎え
１００.０３４.３１４.３２２.５２６.９１.９４７５１６３６８１０７１２８９親の世話
１００.０３８.３１４.５５.９３８.９２.３４７５１８２６９２８１８５１１学校等の役員
１００.０３５.４１４.１１２.２２９.１９.３４７５１６８６７５８１３８４４地域の役員等

比率実数

男性
総

数

そ

の

他

男
女
同
じ
程
度

主
に
女
性

主
に
男
性

総

数

そ

の

他

男
女
同
じ
程
度

主
に
女
性

主
に
男
性

１００.００.９４.６９３.３１.１５,６３６５３２５９５,２６１６３食事の仕度
１００.００.８１８.５７３.８６.９５,６３４４７１,０４３４,１５６３８８食事の片付け
１００.０１.２１３.２８２.０３.６５,６２２６７７４０４,６１２２０３掃除
１００.０１.３１７.８４６.４３４.４５,６３２７５１,００５２,６１５１,９３７ゴミだし
１００.００.８１０.０８６.３２.９５,６３５４６５６４４,８６２１６３洗濯
１００.０１.２２２.２７３.４３.２５,６２５６５１,２５１４,１２７１８２食品・日用品の買い物
１００.０７.９２０.３１８.４５３.４５,６１６４４４１,１４０１,０３１３,００１家の修繕・修理
１００.０１.５１７.９６５.７１４.８５,６１２８３１,００７３,６８９８３３家計管理
１００.０４.８２５.４６９.００.８５,０９６２４４１,２９６３,５１７３９子どもの世話・指導
１００.０７.１８.５８４.００.４４,７４８３３６４０５３,９８８１９乳幼児の世話
１００.０１１.８１１.６７４.８１.８４,５８６５４２５３２３,４３０８２保育園の送り迎え
１００.０２２.６３７.６３７.２２.６４,８０９１,０８６１,８１０１,７８７１２６親の世話
１００.０１６.８１２.４６８.１２.７４,８４３８１３５９９３,２９８１３３学校等の役員
１００.０１８.６１８.２５１.３１１.９４,９７２９２４９０４２,５５０５９４地域の役員等

比率実数男性
２６.８１,４８４充分やっていると思う
５０.１２,７８０まだ足りないと思う
２３.１１,２８２まったくしていないと思う
１００.０５,５４６総　　数

Ⅴ－１９）（配偶者、パートナーと同居の方）家事の役割分担

比率実数女性
４８.０１７７十分やっていると思う
３２.８１２１まだ足りないと思う
１５.４５７まったくしていないと思う
３.８１４無回答
１００.０３６９総　　　数
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比率実数男性
１７.９７４１時間
１６.９７０２時間
１０.７４４３時間
５.８２４４時間
５.８２４５時間
４.８２０６時間
５.１２１７時間
２.７１１８時間
０.５２９時間
２９.８１２３１０時間以上
１００.０４１３総　　数

比率実数男性
５６.８３,１１２現状のままで良いと思う
４３.２２,３６７改善した方がいいと思う
１００.０５,４７９総　　数

Ⅴ－２０）（配偶者、パートナーと同居の方）家庭における役割

比率実数女性
５３.９１９９現状のままで良いと思う
４１.７１５４改善した方がいいと思う
４.３１６無回答
１００.０３６９総　　　数

比率実数男性
７２.８３５３自分の親
２９.７１４４配偶者・パートナーの親
４.１２０その他

４８５総　　数

Ⅵ　介護について

Ⅵ－２１）どなたを介護していますか【複数回答あり】

比率実数女性
６６.１３７自分の親
３２.１１８配偶者・パートナーの親
８.９５その他

５６総　　　数

Ⅵ－２２）だれが介護をしていますか【複数回答あり】

比率実数女性
７６.８４３ご自身
２１.４１２配偶者・パートナー
３２.１１８その他

５６総　　　数

比率実数男性
５１.３２５０ご自身
６４.７３１５配偶者・パートナー
２９.０１４１その他の家族
２３.４１１４ヘルパー
１３.８６７その他

４８７総　　数

Ⅵ－２３）１週間で介護に要する時間

比率実数女性
４４.６２５１０時間以内
２１.４１２２０時間以内
８.９５３０時間以内
３.６２４０時間以内
３.６２９０時間以内
１.８１９０時間以上
１７.８１０無回答
１００.０５６総　　　数
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比率実数男性
４０.１７２８保育園に預けている

５６.９１,０３３自宅で配偶者・パートナーがみ
ている

０.５９自宅でベビーシッターを利用
している

２.５４５自宅で配偶者・パートナー以外
の家族がみている

１,８１５総　　数

Ⅶ　育児について

Ⅶ－２４）お子さんの保育状況【複数回答あり】

比率実数女性
８６.９１０６保育園に預けている
０.００自宅で配偶者・パートナー
９.０１１自宅でベビーシッターを利用

９.８１２自宅で配偶者・パートナー以外
の家族

２.５３無回答
１２２総　　　数

比率実数男性
１５.８１１５院内の保育園
６６.７４８５院外の認可保育園
１７.５１２７院外の無認可保育園

７２７総　　数

Ⅶ－２５）（保育園に預けている方）保育園について【複数回答あり】

比率実数女性
２７.９３４院内の保育園
５０.０６１院外の認可保育園
１１.５１４院外の無認可保育園
１３.１１６無回答

１２２総　　　数

比率実数男性
２.６１１０育児休暇をとった
９７.４４,１７６育児休暇をとらなかった
１００.０４,２８６総　　数

Ⅶ－２６）育児休暇について

比率実数女性
６２.３７６育児休暇をとった（※）
３６.１４４育児休暇をとらなかった
１.６２無回答
１００.０１２２総　　　数

※　育児休暇をとった期間【複数回答あり】

比率実数女性
２７.０１７９０日（３カ月）以内
１２.７８１２０日（４カ月）以内
１２.７８１５０日（５カ月）以内
２２.２１４１８０日（６カ月）以内
１１.１７２１０日～２７０日（７～９カ月）以内
１１.１７３６５日（１年）
０.３２３６６日以上（最大４８０日）

６３総　　　数
※複数記載されている場合は多い方を集計

比率実数男性
６.３６１日
２.５１２１２日
８.３８３日
２.１２４日
９.４９５日
１.０１６日
１７.７１７７日
０.００８日
１.０１９日
１３.５１３１０～２９日
２０.８２０３０～９９日
７.３７１００日以上

９６総　　数
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比率実数男性
２.６９７自分の意思で取得した

０.２７配偶者・パートナーに頼まれて
取得を決めた

０.６２１配偶者・パートナーに頼まれた
が取得しなかった

１４.０５２４希望はあったが職場に言い出
せなかった

８２.６３,０９０考えたことがなかった
１００.０３,７３９総　　数

Ⅶ－２７）育児休暇の取得について

比率実数女性
６１.５７５自分の意志で取得した

１.６２配偶者・パートナーに頼まれて
取得を決めた

０.８１配偶者・パートナーに頼まれた
が取得しなかった

１１.５１４希望はあったが職場に言い出
せなかった

１１.５１４考えたことがなかった
１３.１１６無回答
１００.０１２２総　　　数

比率実数男性
２１.０８８７充分していると思う
５４.４２,２９４まだ足りないと思う
２４.５１,０３４まったくしていないと思う
１００.０４,２１５総　　数

Ⅶ－２８）育児の分担について

比率実数女性
４３.４５３充実していると思う
４４.３５４まだ足りないと思う
９.０１１まったくしていないと思う
３.３４無回答
１００.０１２２総　　　数

比率実数男性
１８.６１,２８０男性の方が優遇されている

４５.７３,１４２どちらかと言えば男性の方が
優遇されている

１３.２９０６平等

８.７６０１どちらかと言えば女性の方が
優遇されている

３.１２１１女性の方が優遇されている
１０.７７３６わからない
１００.０６,８７６総　　数

Ⅷ　男女共同参画社会に関する意識について

Ⅷ－３０）社会全体において、男女の地位は平等になっていると思いますか

比率実数女性
３２.０２１０男性
４５.４２９８どちらかと言えば男性
７.２４７平等
２.３１５どちらかと言えば女性
０.６４女性
８.５５６わからない
４.０２６無回答
１００.０６５６総　　　数

Ⅷ－３１）現在の職場において、男女の地位は平等になっていると思いますか

比率実数女性
１２.５８２男性
２２.０１４４どちらかと言えば男性
４２.７２８０平等
４.６３０どちらかと言えば女性
１.４９女性
１１.７７７わからない
５.２３４無回答
１００.０６５６総　　　数

比率実数男性
７.８５４０男性の方が優遇されている

２５.０１,７２２どちらかと言えば男性の方が
優遇されている

４３.３２,９８５平等

１１.２７７５どちらかと言えば女性の方が
優遇されている

３.５２４２女性の方が優遇されている
９.１６３０わからない
１００.０６,８９４総　　数
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Ⅷ－３２）現在の職場における女性医師の支援について

比率実数女性
２３.０１５１十分
２５.５１６７やや不十分
２３.８１５６不十分
１７.２１１３わからない
４.０２６その他
６.６４３無回答
１００.０６５６総　　　数

比率実数男性
１８.５１,２７６十分である
３２.４２,２３８やや不十分である
２５.１１,７３３不十分である
２２.７１,５６６わからない
１.３８８その他
１００.０６,９０１総　　数

◎本調査独自の設問である下記については、比較ができないため掲載しておりません。
・Ⅱ－４－１）病院のある二次保健医療圏
・Ⅳ　ハラスメントについて（すべて）
・Ⅶ－２９）育児に関する行政サービスについて
・Ⅷ－３３）男女共同参画とはどちらの社会を目指していると思いますか
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